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ＪＲ連合は 11月 17日、ＪＲ西労組とともに京都府を訪
問し、交通政策に関する意見交換を実施した。ＪＲ連合か
らは上村良成会長、宮野勇馬企画局長、石川敏也産業政策
局長が、ＪＲ西労組からは羽野敦之中央執行委員長（ＪＲ
連合副会長）、川端準一書記長（ＪＲ連合執行委員）、石田
原潔政策部長、京都地本の代表者が参画した。実施にあた
っては、ＪＲ連合地方議員団連絡会に所属する梶原英樹京
都府議、大伴るい長岡京市議、近藤宏和向日市議に参画い
ただいた。 
 

＜ＪＲ連合の政策活動への理解を求める＞ 

西脇隆俊京都府知事との
意見交換では、上村会長よ
り地域交通の必要性と獣害
被害について、羽野副会長
からは北陸新幹線の早期全
面開通等について訴えた。 
西脇知事は「地方交通は全国的に同じ課題に直面してお

り、採算だけを考えていては答えは出ない。どのように公
費を投入するか知恵を絞らなくてはいけない」と述べると
ともに、北陸新幹線敦賀以西ルート問題や、獣害被害につ
いても、解決に向け連携していく考えを示した。 
その後、交通政策課との意見交換を行い、ローカル線に

関する協議状況や、北陸新幹線敦賀以西ルートの課題、 
オーバーツーリズムの現状等
について情報を共有した。 
ＪＲ連合は、今回得た知見や

情報を政策活動に反映させる
とともに、今後も課題の解決に
向けあらゆる関係者の理解と
協力を求め、関係機関との対話
を積極的に行っていく。 京都府交通政策課と課題を共有 

西脇京都府知事と意見を交わす！ 


